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り得るとすれば､成る可 く結核菌自体に対しては障樽の少い､ しか も啄疾中止雪見在する雑菌の発育を
完全に阻止する前処置が望ましい事は当然であるo この目的に滑ふ可 く苛性 ソT ダ法と Corperand
Stonerの第三燐酸ソーダ法を再換 した｡
結核菌食塩水浮溶液､結核性膿胸穿刺液､ 剖検屍体より得た茎洞内容物及び結核患者啄ヨ英に就て夫
々2%苛性 ソーダ,4%苛性 ソーダ,10%第三燐酸 ソーダ (23%Na3PO4･12H._70)の等量を加へ､37oC
の下に充分に坂凌混和し材料の溶解均質化起計 り､夫々30分ヾ1時間､2時間後その一定白金耳二量を岡･






4%苛性 ソーダに於ては雑菌の発育は最 も少い.10%第三燐酸 ソーダに於ては4%苛性 ソ-ダには劣
るが､2%苛性 ソーダに比して雑菌の発育は少い.
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2 定量的槍査方法
探疾容許の液量器に紙蓋を作 り､之で蓋 したま 乾ゝ熱滅菌を行った後患者に分配し､1日の啄疾を全
部その中に啄出させるo
液量器の試みにより膜状部.水棲部,庖抹部の量を測 り､膜状部の極頻竜を採 り蔭接塗抹標本を作る0
10%第三燐酸 ソ-ダ液 (23%Na与PO4･12HL20)を啄疾全量と等量に加-滅菌割箸で良 く混和した
後天型の滅菌 コルベンに移 し37oCに加温しっ 尽ゝ く振浸し完全に内容が均質化する迄加温撮漁を繰返
す｡ (啄疾の性状により略解に難易があるつ 溶解後は37oCの畔卯器に収め燐酸 ソーダ液作用時間1時
間にて取 り出し償ちに岡･片倉培地に-一定の模準白金耳蛍を一定方法にて資抹し封蝋培養する｡叉同時
に同一白金耳量を面積1平方糎の円を2箇記 した物体板の円内に夫々可及的均等に塗抹する｡(溶解不十




ガフキー工号以下の際は集萄法を併用するO この際沈漆をそのま 培ゝ養 したのでは雑菌の発育が非
常に多いから沈鐘に対 して硫酸水を作用せしめて後培養する｡












が ガアキー工乃至Ⅱ号程度に認められ､通常の結核菌が全 く見られない時期を観察し得たが この場合の
定量培蕃成績は陰性か叉は極め七少数の結核菌 コロニーを得るに止まったO 即ちこの時期の抗酸性頼




米 津 徹 也
結核感染に依って個体の外界の刺戟に対する感受性 乃至 反騰能力にいかなる変化が起るかは体質 と
結核の Anfaligkeit乃至は kinfaligkeitとの関聯性を知る上に興味深い問題である｡ 初感染と共
に Tutxrkulinallergieの起 り方にも人によりいろいろある｡中には感染していると息はれるのに却々
